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終活セミナー開催のお知らせ終活セミナー開催のお知らせ
今年度も開催します。お気軽にご参加ください。

各
会
場
随
時
お
申
込
み
受
付
中
で
す

講演内容
第１部　むさしの村・栴檀・あすかホールによる葬儀講演（おおよそ30分です）
第２部　テーマ「いざという時のために知って安心」（おおよそ１時間です）

講師　JA全農さいたま 生活部 催事課 伊藤 均 氏

会場　JA南彩　白岡大山支店
　白岡市白岡1176-1　
お申込み先
　TEL 0480-92-2315

　（白岡大山支店）

会場　あすかホール
　春日部市新方袋1160
お申込み先
　TEL 048-736-5501
　　　（春日部支店）

会場　（株）栴檀　
　さいたま市岩槻区城南4-1-7
お申込み先
　TEL 048-798-3345
　　　（岩槻城南支店）

会場　アグリホールくき
　久喜市菖蒲町菖蒲1603-1
　（主催：全農）
お申込み先
　TEL 0480-85-9900

（アグリホールくき）
　TEL 0480-85-1022
　　　（菖蒲南支店）

開催日

5/24
（水）

開催日

7/26
（水）

開催日

7/20
（木）

開催日

8/23
（水）

※時間は開催日すべて９：30～12：00の予定です。

参加無料 質疑応答
有 1会場

20人
　程度
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令和５年度ＪＡ南彩事業キックオフ大会令和５年度ＪＡ南彩事業キックオフ大会

　

４
月
22
日
、
久
喜
市
菖
蒲
文
化
会
館
「
ア
ミ
ー
ゴ
」
で
令
和
５

年
度
の
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
『
Ｊ
Ａ
南
彩
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ

大
会
』
を
全
職
員
が
参
加
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

菊
池
組
合
長
は
挨
拶
で
「
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
積
極
的
な

訪
問
活
動
を
展
開
す
る
。
組
合
員
・
利
用
者
・
地
域
に
寄
り
添
い
、

暮
ら
し
の
お
手
伝
い
を
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
。
そ
し
て
、
よ
り

多
く
の
組
合
員
や
利
用
者
へ
足
を
運
び
、
よ
り
多
く
の
対
話
を
通

じ
て
き
ず
な
を
深
め
て
欲
し
い
。
決
し
て
組
合
員
や
利
用
者
と
の

距
離
を
広
げ
る
こ
と
な
く
業
務
に
あ
た
っ
て
欲
し
い
」
と
全
職
員

に
伝
え
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
令
和
４
年
度
の
各
部
門
に
お
け
る
優
秀
者
・
受
賞
者

の
表
彰
を
行
い
、
菊
池
組
合
長
が
各
代
表
者
に
賞
状
を
授
与
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
井
上
常
務
、
小
林
常
務
、
松
岡
常
務
が
令
和
５

年
度
の
各
事
業
に
お
け
る
重
点
項
目
を
説
明
し
、
職
員
は
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
各
支
店
長
が
決
意
表
明
を
行

い
、
営
農
経
済
部
門
の
※
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
な
ん
さ
い
小
町
の
活
動
報
告
、

新
採
用
職
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
井
上
常
務
か
ら
自
己
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
令
和
４
年
度
の
結
果
と
令
和
５
年
度
の
目
標
を
共
有

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
に
、
全
職
員
が
集
ま
っ
て
開
催
さ
れ
る
の
は
６
年

ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
践
し
、
映
像
を
中

心
と
し
た
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
い
新
鮮
だ
っ
た
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
も
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

※ＴＡＣ（営農渉外）・なんさい小町（農産物販売促進員）

T
O

P
 N

E
W

S

新採用職員紹介

菊池組合長による挨拶

TAC担当者表彰を受ける
横手大佑さん　穐山直樹さん

井上常務による事業方針説明渉外担当者表彰
表彰を受ける関根侑里さん
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カ メ ラ ニ ュ ー ス
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 丈夫に大きく育ってほしいと願いをこめた贈り物

 良食味米の安定生産・地域農産物のブランド化に向けた取組み

 いつもと違う！その気づきが未然に防いだ特殊詐欺

　３月６日、久喜市役所で、ＪＡ南彩は『ＪＡ共済連埼玉の地域・農業活性化積立金※』
を活用し地域の子育て支援を目的に、久喜市を通じて子ども食堂やフードパントリーなど
の活動団体へ寄贈しました。
　梅田修一久喜市長からは「1,800㎏ものお米を市内の
子ども食堂等に提供いただき大変ありがたく感謝して
います」と話していました。
　菊池組合長は「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）に
も取組んでおり、地域のお役に立てるよう微力ながら
も貢献していければと思っています」と話しました。

※�ＪＡ共済連は地域の活性化や農業経営に貢献する活動を強化す
るため「地域・農業活性化積立金」を創設しました。使い方は
県本部とＪＡが相談して独自に決めることができる活動です。

　�おもな取組みは▽担い手サポートセンターの活動支援▽農業用
機械・加工器具の購入助成▽農業高校等への支援▽鳥獣被害対
策▽農業体験イベントなどがあります。

　�他にも、農業体験イベントの開催　一方、ひと・いえ・くるま・くらし分野を中心とした農業関連以外の活動として▽健康教室・イ
ベントの実施▽防災用品等の寄贈▽交通安全教室の開催▽移動購買車の寄贈・購入助成など、ＪＡ共済連は地域・農業活性化積立金
の活用を農業者の所得増大、地域の活性化を目標にしたＪＡ自己改革の支援の一環として位置づけ取組みを進めています。

　３月24日、菖蒲南支店会議室で、会員12名が出席
し『ＪＡ南彩特別栽培米生産者の会 第14期総会』を
３年ぶりに開催いたしました。
　コロナ禍の影響により２年間書面議決を行っていま
したが、今回の総会では、令和４年度の事業報告並び
に収支決算や令和５年度の計画について総会で承認さ
れました。
　ＪＡ南彩特別栽培米生産者の会で生産された特別栽
培米「彩のかがやき」「彩のきずな」は、令和４年産
において4,375袋となっており、JA南彩管内の直売所
及び春日部精米プラントで販売しています。令和５年
産についても安全・安心な農産物を消費者へ提供し、良食味米の安定生産・地域農産物のブランド化を目的とした
取組みを実施していきます。

　３月28日、蓮田支店の柿沼係長は振込め詐欺を未然に防いだ
として、岩槻警察署の岩﨑明署長から感謝状を受取りました。
　いつも訪問している先のお客様から「至急現金を下ろしたい」
と柿沼係長に連絡が入りました。お客様のいつもと違う様子に
気づき、不審に思った柿沼係長は急いでお客様宅に向かいまし
た。事情を聞きお客様を説得し、お金を振込むことなく未然に
詐欺の被害からお客様を守ることができました。
　柿沼係長は「日頃からお客様とのコミュニケーションを大切
にしているので、いつもと違うお客様の様子にすぐ気づくこと
ができました。農協は地域密着を大切にしているので、今まで
と変わらず訪問活動を軸に信頼関係を築いていきたい」と話し
ました。

久喜市の梅田市長（右から４人目）と子ども食堂活動団体に
「コシヒカリ」1,800kgを寄贈する菊池組合長㊥

11111111111111

総会で挨拶をするＪＡ南彩特別栽培米生産者の会 松岡会長

感謝状を受取る柿沼係長
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 美しい写真が並んだ「フォトコンテスト」の贈呈式
　４月７日、令和４年度なんさいの日（７

なん
月3

さい
1日）イベント「フ

ォトコンテスト」で入賞した４名の受賞者に、菊池組合長から
賞状と記念品が手渡されました。
　「後世に残したい農風景」をテーマとして募集
した作品にはそれぞれ「農業」という生活の一
部がしっかりとらえられた作品が集まり、計41
点の応募がありました。審査の結果、最優秀賞
１点、優秀賞２点、特別賞１点を選定しました。
　受賞した山本さんは「これを励みに地元の美
しい農風景をこれからも撮り続けます」と話し
てくださいました。

11111111111111

3月15日　春日部支部

　豊春地区公民館に於いて、手打ちうどん教室を開催し15名が参加しました。
　更科蕎麦春日部店の菊池恒吉講師の指導のもと『こねて、踏んで、のばして、
切る』工程を楽しみながら行いました。うどん作りの体験を通じて食文化の大切
さを学びながら部員との交流も深めることが出来て貴重な体験となりました。

女性部女性部

いちごPR（蓮田サービスエリア） いちごまつり

　４月８日に、蓮田市内量販店でいちご（やよいひ
め）の販促活動を行いました。
　埼玉県の代表的な品種についての紹介、いちごの
選び方、保存方法などをまとめたチラシやポケット
ティッシュを配布しながら、埼玉県産いちごをＰＲ
しました。

　４月15日に「いちごの日」として菖蒲グリーンセ
ンターで、『いちごまつり』を開催しました。
　今シーズン２回目となる『いちごまつり』は、前
回同様に菖蒲産いちごの割引販売、また、いちご大
福、いちごどら焼きの詰め合わせセットも特価販売
し、地場産いちごのＰＲに力をいれました。

なんさいなんさい
小町小町

左から　最優秀賞を受賞した山本豊さん 菊池組合長

こちらから作品
をご覧になるこ
とができます。
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⑨レーザーレベラー
⑩電動剪定はさみ
⑪ブランチシュレッダー※５

⑫ウッドチッパー※６

⑬マルチ剥ぎ取り機※７

事業名 新 規 就 農 者 農 機 具 等 購 入 支 援 事 業 　【 財 源 ： J A 埼 玉 県 信 連 】
募集期間 令和５年４月 ～ 令和６年１月（※事前申請受付期間）

事業対象者 次の①～④全てに該当する者
① 新規就農者で以下（A）～（D）のいずれかに該当する者
 （A） 認定農業者
 （B） 認定新規就農者
 （C） 所定の実践研修（注１）を経て就農した新規独立就農者
 （D） �一定規模以上（注２）の認定農業者世帯における親元新規就農者（注３）

（注１） 農業大学校、明日の農業担い手育成塾等を指す。
（注２） �米（複合経営含む）３ha、野菜0.7ha、施設園芸のみの場合0.2ha、果樹0.3ha以上とする。
（注３） �親元新規就農者については、年間農業従事日数が150日以上であること。
② �平成30年４月以降に新規就農した者で、令和５年４月１日において60歳未満の者
③ 埼玉県内に住所を有し農業に従事している者
④ �国の「経営発展支援事業」を利用していない、かつ利用する予定のない者

助成対象 農機具・農業施設等導入費用　① �助成対象物件は、１台あたり10万円以上（税抜）の農業専用の機械・施設とする。　　　　 　 ② �事前申請承認後、令和６年２月末までに購入･支払が完了するものに限る。
助成内容 一人あたり導入費用（税抜）の50％あるいは50万円のいずれか低い金額を助成する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※一人1回限りの申請とする。（過年度利用者は申請不可とする。）

　令和５年度ＪＡグループさいたま県域応援企画の概要
事業名

（施策名）
　 　 　 地 域 ・ 農 業 活 性 化 担 い 手 支 援 事 業 　【 財 源 ： J A 共 済 連 　 地 域 ・ 農 業 活 性 化 積 立 金 】

Ａ．農業新技術の導入費用助成 Ｂ．�水田農業(主穀作)の省力・低コスト化技術の導入費用助成 Ｃ．園芸(施設)栽培の省力・低コスト化技術の導入費用助成 Ｄ．�園芸(露地)栽培の省力・低コスト化技術の導入費用助成

助成対象 ①ロボットトラクター※１

②農業用ドローン
③農業用アシストスーツ※２

④自動操舵システム※3

⑤リモコン草刈機
⑥�可変施肥機能付きブロードキャスタ※4

※１ �自動操舵機能や直線アシスト機能を備えたトラクターを
含む。

※２ �モーターによるアシストや人工筋肉等による荷重分散効
果により重量物の持上げ・下げ時に腰や腕にかかる負荷
を軽減する機能を備えたアシストスーツ、および腕上げ
作業等をサポートする機能やコンテナの持上げに特化し
た機能を備えたアシストスーツとする。

※３ トラクター用の後付け型自動操舵システムとする。
※４ �事前に作成・入力した施肥マップデータを基に、ＧＰＳ

と連動して指定した量の肥料を指定した場所に自動散布
する機能を備えたブロードキャスタとする。

①直播栽培用播種機・防除機
②高性能田植機※１

③農業用ラジコンボート
④フレコン出荷用機器
⑤高性能コンバイン※２

⑥自動操舵システム※３

⑦水管理システム
⑧乗用管理機
⑨レーザーレベラー
⑩麦・大豆用トラクター装着型播種機
⑪麦・大豆用普通型コンバイン※４

⑫コーンヘッダー※５

※１ �ロボット田植機および直線アシスト機能や可変施肥機能
を備えた田植機とする。

※２ �ロボットコンバインおよび直線アシスト機能や収量等セ
ンサーを備えたコンバインとする。

※３ �田植機・コンバイン用の後付け型自動操舵システムとす
る。

※４ �稲・麦兼用の自脱型コンバインは対象外とし、麦や大豆
の収穫に使用する汎用コンバインに限る。

※５ �子実用とうもろこしの収穫作業に使用する普通型コンバ
イン用アタッチメントとする。

①養液栽培システム
②自動潅水システム
③細霧冷房システム
④高濃度炭酸ガス殺虫処理装置
⑤光合成促進用炭酸ガス発生機
⑥環境制御・モニタリングシステム
⑦農業用ヒートポンプ※

※ 燃油暖房機用の後付け型ヒートポンプを含む。

①自動潅水システム
②局所施肥（畝内施肥）用施肥機
③トラクター・管理機装着型播種機
④自走式定植機※１　　　　　
⑤自走式収穫機※２

⑥乗用管理機　　　　　　　
⑦乗用草刈機※３

⑧乗用運搬車※４　　　　　　
※１ �動力を用いて苗の植え付け作業を行う乗用型や歩行型の定植機と

する。
※２ �動力を用いて作物の収穫や掘り取り作業を行う乗用型や歩行型の

収穫機とする。
※３ �立ち乗り仕様の自走式草刈機を含む。なお、農地の維持管理にの

み使用する草刈機は対象外とし、栽培管理に使用するものに限
る。

※４ �立ち乗り仕様の自走式運搬車を含む。なお、耕運機でけん引する
トレーラーやトラクターに装着するフォークリフト等は対象外と
し、圃場内で収穫物の運搬に使用するものに限る。

※５ �果樹の剪定枝の粉砕処理に使用するトラクター用アタッチメント
とする。

※６ �果樹の剪定枝の粉砕処理に使用するクローラ自走式のものに限る。
※７ �トラクター用アタッチメントやマルチの巻取作業のみを行うもの

は対象外とし、動力を用いてトンネル・畝マルチの剥取作業と巻
取作業を同時に行う走行型のものに限る。

支給対象
条件

①対象者が農業リスク診断を受けること、および地域貢献活動ステッカーを助成対象の農業用機械器具に貼付すること。
②事前申請の承認を受けてから令和５年12月末までに購入（代金の支払いが完了）した農業用機械器具であること。
③�今回申請する助成対象の農業用機械器具の購入費用に対して、国または地方公共団体等から補助金の交付を受けてい
ない（受ける予定でない）こと。
④�『地域・農業活性化積立金』を活用した施策の助成金支給を過去に受けていない（今年度に受ける予定でない）こと。
（「Ｇ．鳥獣被害削減・防止対策費用の助成」および「Ｈ．加工・業務用野菜の生産促進奨励」を除く。）
　�　ただし、対象者の支給回数に関して要領（６．特例措置等）に定めた３項を全て満たす場合に限り、助成金支給を
過去に１回受けている対象者であっても特例として２回目の申請を可能とする。

⑤１台あたりの本体価格（税抜）が10万円以上※１であり、今回初めて導入する機械器具※２であること。
　　※１�「Ａ．農業新技術の導入費用助成」の農業用アシストスーツ、「Ｂ．水田農業（主穀作）の省力・低コスト化技術の導入費用助成」の水管理

システム、「Ｃ．園芸(施設)栽培の省力・低コスト化技術の導入費用助成」の自動潅水システムまたは光合成促進用炭酸ガス発生機、「Ｄ．園
芸(露地)栽培の省力・低コスト化技術の導入費用助成」の自動潅水システムまたは電動剪定はさみに限り、複数台導入することにより合計金額
（税抜）が10万円以上かつ助成対象価格に関して要領（６．特例措置等）に定めた２項を全て満たす場合も助成対象とする。

　　※２ 既に導入済みの機械器具を買替・更新する場合は対象外とする。
⑥個人間で売買した機械器具でないこと。
⑦�農業生産以外の用途にも利用可能な汎用性の高い機械器具や、機械器具にかかる付帯費用（保険料・講習料・登録費用・運搬
費用・試運転費用・メンテナンス費用など）、工事費用（電気・水道・土木・建築・付帯設備など）、消耗品代、肥料・農薬
代、燃料代は対象外とする。

対象者 耕種農業を営む認定農業者、認定新規就農者、生産者組織、農業法人

経営規模
（作付面積）

①主穀３ha以上
②施設野菜・果樹・花卉計20a以上
③露地野菜・果樹・花卉計70a以上
④果樹30a以上
※認定新規就農者は経営規模を問わない。

①主穀３ha以上
※認定新規就農者は経営規模を問わない。

①施設野菜・果樹・花卉計20a以上
※認定新規就農者は経営規模を問わない。

①露地野菜・果樹・花卉計70a以上
②果樹30a以上
※認定新規就農者は経営規模を問わない。

ただし、対象者の経営規模（作付面積）に要領（６．特例措置等）に定めた２項を全て満たす個人経営の認定農業者に　　　　　　限り、上記の経営規模（作付面積）未満であっても特例として申請を可能とする。
支給金額 「助成対象となる農業用機械器具の購入費用（税抜）の50％」あるいは「50万円」のいずれか低い金額とする。　　　　　　　　 ※事前申請の承認を受けた農業用機械器具の購入予定額が本申請（助成金申請）時の助成対象額の上限となる。

受付期間  事前申請 ： 令和５年４月１日 ～ 令和５年９月29日 ／ 本 申 請 ： 令和５年５月１日 ～ 令和６年１月19日 
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営農情報 お問い合わせ
●JA南彩　営農経済部　048（720）8092

事業名 新 規 就 農 者 農 機 具 等 購 入 支 援 事 業 　【 財 源 ： J A 埼 玉 県 信 連 】
募集期間 令和５年４月 ～ 令和６年１月（※事前申請受付期間）

事業対象者 次の①～④全てに該当する者
① 新規就農者で以下（A）～（D）のいずれかに該当する者
 （A） 認定農業者
 （B） 認定新規就農者
 （C） 所定の実践研修（注１）を経て就農した新規独立就農者
 （D） �一定規模以上（注２）の認定農業者世帯における親元新規就農者（注３）

（注１） 農業大学校、明日の農業担い手育成塾等を指す。
（注２） �米（複合経営含む）３ha、野菜0.7ha、施設園芸のみの場合0.2ha、果樹0.3ha以上とする。
（注３） �親元新規就農者については、年間農業従事日数が150日以上であること。
② �平成30年４月以降に新規就農した者で、令和５年４月１日において60歳未満の者
③ 埼玉県内に住所を有し農業に従事している者
④ �国の「経営発展支援事業」を利用していない、かつ利用する予定のない者

助成対象 農機具・農業施設等導入費用　① �助成対象物件は、１台あたり10万円以上（税抜）の農業専用の機械・施設とする。　　　　 　 ② �事前申請承認後、令和６年２月末までに購入･支払が完了するものに限る。
助成内容 一人あたり導入費用（税抜）の50％あるいは50万円のいずれか低い金額を助成する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※一人1回限りの申請とする。（過年度利用者は申請不可とする。）

　令和５年度ＪＡグループさいたま県域応援企画の概要
事業名

（施策名）
　 　 　 地 域 ・ 農 業 活 性 化 担 い 手 支 援 事 業 　【 財 源 ： J A 共 済 連 　 地 域 ・ 農 業 活 性 化 積 立 金 】

Ａ．農業新技術の導入費用助成 Ｂ．�水田農業(主穀作)の省力・低コスト化技術の導入費用助成 Ｃ．園芸(施設)栽培の省力・低コスト化技術の導入費用助成 Ｄ．�園芸(露地)栽培の省力・低コスト化技術の導入費用助成

助成対象 ①ロボットトラクター※１

②農業用ドローン
③農業用アシストスーツ※２

④自動操舵システム※3

⑤リモコン草刈機
⑥�可変施肥機能付きブロードキャスタ※4

※１ �自動操舵機能や直線アシスト機能を備えたトラクターを
含む。

※２ �モーターによるアシストや人工筋肉等による荷重分散効
果により重量物の持上げ・下げ時に腰や腕にかかる負荷
を軽減する機能を備えたアシストスーツ、および腕上げ
作業等をサポートする機能やコンテナの持上げに特化し
た機能を備えたアシストスーツとする。

※３ トラクター用の後付け型自動操舵システムとする。
※４ �事前に作成・入力した施肥マップデータを基に、ＧＰＳ

と連動して指定した量の肥料を指定した場所に自動散布
する機能を備えたブロードキャスタとする。

①直播栽培用播種機・防除機
②高性能田植機※１

③農業用ラジコンボート
④フレコン出荷用機器
⑤高性能コンバイン※２

⑥自動操舵システム※３

⑦水管理システム
⑧乗用管理機
⑨レーザーレベラー
⑩麦・大豆用トラクター装着型播種機
⑪麦・大豆用普通型コンバイン※４

⑫コーンヘッダー※５

※１ �ロボット田植機および直線アシスト機能や可変施肥機能
を備えた田植機とする。

※２ �ロボットコンバインおよび直線アシスト機能や収量等セ
ンサーを備えたコンバインとする。

※３ �田植機・コンバイン用の後付け型自動操舵システムとす
る。

※４ �稲・麦兼用の自脱型コンバインは対象外とし、麦や大豆
の収穫に使用する汎用コンバインに限る。

※５ �子実用とうもろこしの収穫作業に使用する普通型コンバ
イン用アタッチメントとする。

①養液栽培システム
②自動潅水システム
③細霧冷房システム
④高濃度炭酸ガス殺虫処理装置
⑤光合成促進用炭酸ガス発生機
⑥環境制御・モニタリングシステム
⑦農業用ヒートポンプ※

※ 燃油暖房機用の後付け型ヒートポンプを含む。

①自動潅水システム
②局所施肥（畝内施肥）用施肥機
③トラクター・管理機装着型播種機
④自走式定植機※１　　　　　
⑤自走式収穫機※２

⑥乗用管理機　　　　　　　
⑦乗用草刈機※３

⑧乗用運搬車※４　　　　　　
※１ �動力を用いて苗の植え付け作業を行う乗用型や歩行型の定植機と

する。
※２ �動力を用いて作物の収穫や掘り取り作業を行う乗用型や歩行型の

収穫機とする。
※３ �立ち乗り仕様の自走式草刈機を含む。なお、農地の維持管理にの

み使用する草刈機は対象外とし、栽培管理に使用するものに限
る。

※４ �立ち乗り仕様の自走式運搬車を含む。なお、耕運機でけん引する
トレーラーやトラクターに装着するフォークリフト等は対象外と
し、圃場内で収穫物の運搬に使用するものに限る。

※５ �果樹の剪定枝の粉砕処理に使用するトラクター用アタッチメント
とする。

※６ �果樹の剪定枝の粉砕処理に使用するクローラ自走式のものに限る。
※７ �トラクター用アタッチメントやマルチの巻取作業のみを行うもの

は対象外とし、動力を用いてトンネル・畝マルチの剥取作業と巻
取作業を同時に行う走行型のものに限る。

支給対象
条件

①対象者が農業リスク診断を受けること、および地域貢献活動ステッカーを助成対象の農業用機械器具に貼付すること。
②事前申請の承認を受けてから令和５年12月末までに購入（代金の支払いが完了）した農業用機械器具であること。
③�今回申請する助成対象の農業用機械器具の購入費用に対して、国または地方公共団体等から補助金の交付を受けてい
ない（受ける予定でない）こと。
④�『地域・農業活性化積立金』を活用した施策の助成金支給を過去に受けていない（今年度に受ける予定でない）こと。
（「Ｇ．鳥獣被害削減・防止対策費用の助成」および「Ｈ．加工・業務用野菜の生産促進奨励」を除く。）
　�　ただし、対象者の支給回数に関して要領（６．特例措置等）に定めた３項を全て満たす場合に限り、助成金支給を
過去に１回受けている対象者であっても特例として２回目の申請を可能とする。

⑤１台あたりの本体価格（税抜）が10万円以上※１であり、今回初めて導入する機械器具※２であること。
　　※１�「Ａ．農業新技術の導入費用助成」の農業用アシストスーツ、「Ｂ．水田農業（主穀作）の省力・低コスト化技術の導入費用助成」の水管理

システム、「Ｃ．園芸(施設)栽培の省力・低コスト化技術の導入費用助成」の自動潅水システムまたは光合成促進用炭酸ガス発生機、「Ｄ．園
芸(露地)栽培の省力・低コスト化技術の導入費用助成」の自動潅水システムまたは電動剪定はさみに限り、複数台導入することにより合計金額
（税抜）が10万円以上かつ助成対象価格に関して要領（６．特例措置等）に定めた２項を全て満たす場合も助成対象とする。

　　※２ 既に導入済みの機械器具を買替・更新する場合は対象外とする。
⑥個人間で売買した機械器具でないこと。
⑦�農業生産以外の用途にも利用可能な汎用性の高い機械器具や、機械器具にかかる付帯費用（保険料・講習料・登録費用・運搬
費用・試運転費用・メンテナンス費用など）、工事費用（電気・水道・土木・建築・付帯設備など）、消耗品代、肥料・農薬
代、燃料代は対象外とする。

対象者 耕種農業を営む認定農業者、認定新規就農者、生産者組織、農業法人

経営規模
（作付面積）

①主穀３ha以上
②施設野菜・果樹・花卉計20a以上
③露地野菜・果樹・花卉計70a以上
④果樹30a以上
※認定新規就農者は経営規模を問わない。

①主穀３ha以上
※認定新規就農者は経営規模を問わない。

①施設野菜・果樹・花卉計20a以上
※認定新規就農者は経営規模を問わない。

①露地野菜・果樹・花卉計70a以上
②果樹30a以上
※認定新規就農者は経営規模を問わない。

ただし、対象者の経営規模（作付面積）に要領（６．特例措置等）に定めた２項を全て満たす個人経営の認定農業者に　　　　　　限り、上記の経営規模（作付面積）未満であっても特例として申請を可能とする。
支給金額 「助成対象となる農業用機械器具の購入費用（税抜）の50％」あるいは「50万円」のいずれか低い金額とする。　　　　　　　　 ※事前申請の承認を受けた農業用機械器具の購入予定額が本申請（助成金申請）時の助成対象額の上限となる。

受付期間  事前申請 ： 令和５年４月１日 ～ 令和５年９月29日 ／ 本 申 請 ： 令和５年５月１日 ～ 令和６年１月19日 
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令和５年度 ＪＡ南彩  農業振興支援事業のご案内

事　業　名 担い手要望支援事業

事 業 の 内 容 担い手農家の意見要望に対して、管内の特産農産物の維持、振興における
資材購入費用の一部を助成する。

対象者及び要件

○組合員で下記のいずれかに該当する者とする。
　
① 色彩選別機の購入費
　 高品質米のための新規導入（中古含む）

② 梨棚等の新規施工及び修復費等
　 梨園（果樹園含む）での棚等の新規施工及び修復工事
　 県単事業（果樹未然防止事業）に該当しない果樹類は多目的防災網代金
　
③ 新規の農業用ハウスの設置費
　 規模拡大による農業用ハウスの増設

④ 園芸作物用低温貯蔵庫の購入費
　 省エネ及び鮮度保持のための、低温貯蔵庫導入（買替含む）

※事前申請の承認前に導入または施工した工事等は対象外とする。
※�③④については生産部会員または直売所会員（インショップ出品者含む）に

限る。

助 成 金 額

○�助成対象に関わる農機具や必要な機材等の購入・取組費用（税抜）の50％
あるいは20万円のいずれか低い金額で、千円単位（千円未満切捨て）とす
る。また申請は、一人あたり年(事業実施期間)１回とする。

※④については上限10万円とする。

助成上限総額 ○通算総額は300万円以内

助成対象費用 ①�色彩選別機の購入費用②梨棚等資材購入費用及び新設・修復工事費用③農業
用ハウス購入設置費用④園芸作物用低温貯蔵庫の購入費用 

助成申請期間 本事業の助成を受けるにあたっては、事前に申請が必要です。事前申請期間　
　　令和５年５月1日～令和５年12月30日

交 付 予 定 日 令和６年３月末（予定）

注 意 事 項
○国・県・他の事業から助成金等を受けている場合は、助成対象外とします。
○期間内に助成上限総額に達した事業については、他の事業の申請状況を踏ま

えて、助成金の流用的な対応を可能とする。

なんさい 10



特集 令和５年度 ＪＡ南彩  農業振興支援事業のご案内
【 支 援 内 容 】
　営農経済事業における積極的な事業展開に伴う多様なニーズに応えるため、新規就農者に対する支
援や担い手の労働力軽減、更には担い手からの要望を踏まえた助成について、農業振興目的積立金を
活用し、令和５年度は、以下の３事業内容を実施するものです。

事　業　名 新規就農者支援事業 労働力軽減効率化支援事業

事 業 の 内 容
新規就農者・親元就農者に対し営

農費用の一部を助成する。
農作業における労働力の軽減及び

効率化のため資材費の一部を助成す
る。

対象者及び要件

○組合員で下記の条件をいずれも満
たす者とする。

①新規就農者（就農後5年まで）又
は、世帯における親元新規就農者
（就農後5年まで）で一定規模以上
の認定農業者。

②申請時点において、ＪＡ南彩管内
に住所を有し、農業に従事してお
り、今後も継続する見込みである
こと。

○組合員であること。
①�農作業に必要な電動工具で用途が

農業のものに限る。
※事前申請時に確認審査あり
②軽減資材は防草シート及び生分解

性マルチに限る。
※軽減資材は事前申請承認後に購入

し、本申請時には圃場内及び圃場
周りに施工する。

助 成 金 額

○�合計本体価格20万円（税抜）以上
の本体価格の50％、あるいは20万
円のいずれか低い金額で、千円単
位（千円未満切捨て）とする。

　�また申請は、一人あたり年(事業実
施期間)１回とする。

○�助成対象の購入費用（税抜）の20
％あるいは１万円のいずれか低い
金額で、千円単位（千円未満切捨
て）とする。また申請は、一人あ
たり年(事業実施期間)１回とする。

助成上限総額 ○通算総額は250万円以内 ○通算総額は50万円以内

助成対象費用

○農機具・農業施設等導入費
○�苗木の改植・新植及び資材費用等
　�かん水・排水設置費・果樹棚設置

費

○�電動工具（農業用に限る）の購入
費用

○�防草シート・生分解性マルチの購
入費用

助成申請期間 ＊本事業の助成を受けるにあたっては、事前に申請が必要です。
事前申請期間　令和５年５月1日～令和５年12月30日

交 付 予 定 日 令和６年３月末（予定）

注 意 事 項
○国・県・他の事業から助成金等を受けている場合は、助成対象外とします。
○期間内に助成上限総額に達した事業については、他の事業の申請状況を踏ま

えて、助成金の流用的な対応を可能とする。
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氏
　
　
名

所
属
役
職

【
部
長
職
】

斎
藤
輝
行
監
査
室
長

今
井
清
志
監
査
室
付
室
長

浅
見
正
浩
企
画
管
理
部
長

三
角
英
夫
企
画
管
理
部
付
部
長

新
井
和
則
金
融
共
済
部
長

本
田
　

悟
金
融
共
済
部
付
部
長

折
原
英
雄
営
農
経
済
部
長

相
原
　

浩
蓮
田
支
店
長

坂
巻
隆
弘
白
岡
大
山
支
店
長

森
田
　

勝
久
喜
江
面
支
店
長

藤
井
充
彦
菖
蒲
南
支
店
長

【
副
部
長
職
】

莇
生
茂
雄
監
査
室
副
室
長

関
根
由
貴
仁
金
融
共
済
部
副
部
長
兼
資
金
運
用
課
長

河
野
靖
雄
金
融
共
済
部
副
部
長（
推
進
担
当
）

斎
藤
和
雄
営
農
経
済
部
副
部
長
兼
生
産
販
売
課
長

藤
村
直
史
営
農
経
済
部
副
部
長
兼
営
農
支
援
課
長

黒
澤
邦
嘉
中
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
長

岩
﨑
浩
史
北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
長

太
田
和
也
岩
槻
城
北
支
店
長

清
水
和
夫
白
岡
大
山
支
店
統
括
副
支
店
長

（
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

【
課
長
職
】

長
谷
山
龍
一
企
画
管
理
部
リ
ス
ク
管
理
課
長

木
村
真
樹
企
画
管
理
部
総
務
課
長

氏
　
　
名

所
属
役
職

大
熊
隆
文
金
融
共
済
部
金
融
課
長

南
雲
直
哉
金
融
共
済
部
融
資
課
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長

大
塚
大
空
営
農
経
済
部
付
課
長 

（
株
式
会
社
な
ん
さ
い
ふ
ぁ
ー
夢
出
向
）

前
田
和
彦
営
農
経
済
部
資
産
管
理
課
長

豊
田
　

聖
営
農
経
済
部
農
機
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
健
司
営
農
経
済
部
燃
料
配
送
セ
ン
タ
ー
長

大
久
保　

学
中
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

町
田
健
司
北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

野
口
貴
史
北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

金
子
幸
恵
岩
槻
城
南
支
店
統
括
副
支
店
長

（
テ
ラ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

青
木
淳
一
岩
槻
城
南
支
店
統
括
副
支
店
長

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

鈴
木
弘
倫
岩
槻
城
南
支
店
統
括
副
支
店
長

（
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

田
嶋
淳
一
岩
槻
城
北
支
店
統
括
副
支
店
長

（
テ
ラ
ー
兼
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

平
井
知
恵
子
春
日
部
支
店
統
括
副
支
店
長

（
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

田
村
佳
史
春
日
部
支
店
統
括
副
支
店
長

（
テ
ラ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

野
本
光
治
春
日
部
支
店
統
括
副
支
店
長

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

利
根
川　

賢
蓮
田
支
店
統
括
副
支
店
長

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

杉
村
葉
一
宮
代
支
店
統
括
副
支
店
長　
　
　
　
　

（
テ
ラ
ー
兼
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

石
井
博
昭
白
岡
大
山
支
店
統
括
副
支
店
長

（
テ
ラ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

宮
野
之
寛
白
岡
大
山
支
店
統
括
副
支
店
長　

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

小
玉
尚
生
久
喜
江
面
支
店
統
括
副
支
店
長

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

中
村
　

満
久
喜
江
面
支
店
統
括
副
支
店
長

（
テ
ラ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

道
祖
土　

正
久
喜
江
面
支
店
統
括
副
支
店
長

（
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

鈴
木
源
一
菖
蒲
南
支
店
統
括
副
支
店
長　
　
　
　

（
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

氏
　
　
名

所
属
役
職

【
副
課
長
職
】

籠
谷
育
代
企
画
管
理
部
総
務
課
副
課
長

大
塚
孝
重
金
融
共
済
部
金
融
課
副
課
長

沼
田
耕
平
金
融
共
済
部
推
進
課
副
課
長

石
川
有
里
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課
副
課
長

関
根
彬
史
岩
槻
城
南
支
店
副
支
店
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

押
田
浩
之
新
和
支
店
副
支
店
長

中
野
和
之
岩
槻
城
北
支
店
副
支
店
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

森
田
　

忍
岩
槻
城
北
支
店
副
支
店
長（
渉
外
）

松
本
雄
司
春
日
部
支
店
副
支
店
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

岩
﨑
京
子
春
日
部
支
店
副
支
店
長

若
林
直
樹
春
日
部
支
店
副
支
店
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

小
林
洋
子
蓮
田
支
店
副
支
店
長（
テ
ラ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

板
谷
　

徹
蓮
田
支
店
副
支
店
長（
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

齋
藤
慶
行
蓮
田
支
店
副
支
店
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

小
島
真
由
美
宮
代
支
店
副
支
店
長（
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

来
須
恵
美
子
宮
代
支
店
副
支
店
長

太
田
尚
輝
宮
代
支
店
副
支
店
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

鈴
木
克
明
久
喜
江
面
支
店
副
支
店
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

内
田
智
美
菖
蒲
南
支
店
副
支
店
長（
テ
ラ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

桑
久
保　

悟
菖
蒲
南
支
店
副
支
店
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

千
葉
崇
司
菖
蒲
南
支
店
副
支
店
長（
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

【
係
長
職
】

坂
本
和
弘
企
画
管
理
部
総
合
企
画
課
係
長

弓
納
持
正
和
企
画
管
理
部
人
事
課
係
長

倉
田
泰
弘
金
融
共
済
部
融
資
課
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
長

髙
橋
　

渉
金
融
共
済
部
融
資
課
ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
係
長

篠
原
政
江
金
融
共
済
部
共
済
課
係
長

相
澤
優
樹
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課
係
長（
営
農
渉
外
）

４
月
１
日
付
で
定
期
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。

定
期
人
事
異
動
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氏
　
　
名

所
属
役
職

斉
藤
　

惇
営
農
経
済
部
直
販
事
業
課
係
長

（
菖
蒲
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
資
材
店
）

柴
崎
　

稔
営
農
経
済
部
直
販
事
業
課
久
喜
直
売
所
係
長

前
田
理
佐
岩
槻
城
南
支
店
係
長（
窓
口
）

羽

原
 

徹
岩
槻
城
南
支
店
係
長（
窓
口
）

鈴
木
俊
和
岩
槻
城
南
支
店
係
長（
渉
外
）

中
里
健
一
新
和
支
店
係
長（
渉
外
）

中
島
雪
乃
岩
槻
城
北
支
店
係
長（
窓
口
）

浜
野
泰
行
春
日
部
支
店
係
長（
渉
外
）

木
村
美
保
春
日
部
支
店
係
長（
渉
外
）

勝
田
真
紀
春
日
部
支
店
係
長（
渉
外
）

染
野
貴
大
春
日
部
支
店
係
長（
渉
外
）

石
下
亮
平
春
日
部
支
店
係
長（
渉
外
）

鈴
木
創
太
蓮
田
支
店
係
長（
渉
外
）

菊
地
　

徹
宮
代
支
店
係
長（
渉
外
）

平
林
　

舞
宮
代
支
店
係
長（
窓
口
）

中
村
　

優
宮
代
支
店
係
長（
渉
外
）

林
　

潤
白
岡
大
山
支
店
係
長（
渉
外
リ
ー
ダ
ー
）

武
村
龍
一
白
岡
大
山
支
店
係
長（
渉
外
）

塚
越
計
子
久
喜
江
面
支
店
係
長（
窓
口
）

野
口
祐
美
子
久
喜
江
面
支
店
係
長（
窓
口
）

佐
藤
真
吾
久
喜
江
面
支
店
係
長（
渉
外
）

野
島
孝
典
菖
蒲
南
支
店
係
長（
渉
外
）

【
主
任
職
】

深
井
　

瞳
企
画
管
理
部
人
事
課
主
任

川
島
玲
子
企
画
管
理
部
人
事
課
主
任

長
浜
亜
紀
子
企
画
管
理
部
総
務
課
主
任

石
井
香
織
企
画
管
理
部
付
主
任

三
村
千
鶴
金
融
共
済
部
金
融
課
主
任

松
本
恵
弥
金
融
共
済
部
共
済
課
主
任

氏
　
　
名

所
属
役
職

杉
﨑
勇
夫
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課
主
任

飯
山
貴
之
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課
主
任（
営
農
渉
外
）

岡
安
　

謙
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課
主
任（
営
農
渉
外
）

小
川
裕
大
岩
槻
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

中
西
孝
文
北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

倉
持
卓
矢
北
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
主
任

根
岸
貴
雄
岩
槻
城
南
支
店
主
任（
渉
外
）

大
橋
裕
美
新
和
支
店
主
任（
窓
口
）

関
根
陽
介
岩
槻
城
北
支
店
主
任（
渉
外
）

山
﨑
千
尋
岩
槻
城
北
支
店
主
任（
窓
口
）

栗
原
寿
将
岩
槻
城
北
支
店
主
任（
渉
外
）

柿
沼
愛
美
里
春
日
部
支
店
主
任（
窓
口
）

斉
藤
弓
佳
春
日
部
支
店
主
任（
窓
口
）

田
中
裕
也
春
日
部
支
店
主
任（
渉
外
）

本
橋
睦
美
蓮
田
支
店
主
任（
窓
口
）

久
保
田
菜
月
蓮
田
支
店
主
任（
窓
口
）

松
本
裕
貴
蓮
田
支
店
主
任（
渉
外
）

戸
ヶ
崎　

洸
宮
代
支
店
主
任（
渉
外
）

岡
安
裕
太
宮
代
支
店
主
任（
渉
外
）

小
川
沙
希
白
岡
大
山
支
店
主
任（
渉
外
）

齋
田
矩
明
白
岡
大
山
支
店
主
任（
渉
外
）

木
村
水
帆
白
岡
大
山
支
店
主
任（
窓
口
）

鈴
木
康
彦
白
岡
大
山
支
店
主
任（
渉
外
）

深
谷
幸
哉
白
岡
大
山
支
店
主
任（
渉
外
）

新
井
香
織
久
喜
江
面
支
店
主
任（
窓
口
）

鈴
木
康
平
久
喜
江
面
支
店
主
任（
渉
外
）

鈴
木
大
貴
久
喜
江
面
支
店
主
任（
渉
外
）

島
田
崇
司
菖
蒲
南
支
店
主
任（
窓
口
）

鈴
木
悠
太
菖
蒲
南
支
店
主
任（
渉
外
）

氏
　
　
名

所
属
役
職

榎
本
祐
紀
乃
菖
蒲
南
支
店
主
任（
窓
口
）

砂
川
敦
志
菖
蒲
南
支
店
主
任（
渉
外
）

関
根
侑
里
菖
蒲
南
支
店
主
任（
渉
外
）

【
係
　
　
職
】

水
沼
好
葉
企
画
管
理
部
総
務
課
係

島
崎
列
央
営
農
経
済
部
営
農
支
援
課
係（
営
農
渉
外
）

白
鳥
翔
吾
中
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
係

木
村
春
香
岩
槻
城
南
支
店
係（
窓
口
）

岡
安
　

優
岩
槻
城
北
支
店
係（
窓
口
）

水
迫
月
乃
春
日
部
支
店
係（
窓
口
）

土
屋
　

凌
蓮
田
支
店
係（
渉
外
）

榊
原
　

翔
久
喜
江
面
支
店
係（
窓
口
）

鈴
木
有
沙
久
喜
江
面
支
店
係（
窓
口
）

金
子
美
羽
久
喜
江
面
支
店
係（
渉
外
）

加
藤
涼
太
菖
蒲
南
支
店
係（
渉
外
）

【
専
門
員
職
】

高
橋
善
晃
春
日
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
一
般
専
門
員

木
村
亜
弓
宮
代
支
店
総
合
専
門
員（
窓
口
）

定
年
退
職

定期人事異動

在
職
中
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

小　

川　

圭　

一

　

企
画
管
理
部
副
部
長
兼
リ
ス
ク
管
理
課
長

新　

藤　

喜　

正

　

�

営
農
経
済
部
資
産
管
理
課
長

島　

田　
　
　

尊

　

中
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
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営農経済部
農機センター

久喜江面支店

春日部支店

蓮田支店

営農経済部
農機センター

岩槻営農
経済センター

菖蒲南支店

白岡大山支店

金融共済部
共済課

令和５年度令和５年度
新採用新採用職員紹介職員紹介

　４月３日に本店会議室で「新採用職員辞令交付
式」を行い、新たに入組した９名へ菊池組合長か
ら辞令を交付しました。組合員・地域の皆さまか
ら１日でも早く、信頼される職員になれるよう業
務に励んでまいります。皆さまからの温かいご指
導と、ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

① 趣味・特技　
② �初めてのお給料を何に使いたいか　
③ 今年の抱負

9人に
聞きました！
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“地域”に寄り添い
“未来”に繋ごう 

令和６年度　ＪＡ南彩職員募集

――――――――――――――――――――――
職　　種	 総合職・営業職
――――――――――――――――――――――
採用予定人数	 若干名
――――――――――――――――――――――
応募資格	 �令和６年３月までに大学・短大及

び専門学校卒業見込の方　
	� 短大及び専門学校卒業以上で、正

規社員経験原則１年以上の方　
　　※�令和６年４月において車通勤が可能な方
――――――――――――――――――――――
提出書類	 ●履歴書（自筆、写真貼付）
	 ●�卒業見込証明書（令和６年３月

卒業見込の方のみ）
	 ●�成績証明書（令和６年３月卒業

見込の方のみ）
	 ●�職務経歴書（正規社員経験原則

１年以上の方のみ）
	 ●�封筒の表に応募書類在中と朱書

の上、下記へ書留で郵送してくだ
さい

　　※�応募書類は勝手ながら返却いたしませんのでご
了承ください　

　　※�応募書類により取得した個人情報は、採用以外
の目的には使用致しません

――――――――――――――――――――――
応募期間	 令和５年４月１日～６月30日必着
――――――――――――――――――――――
仕事紹介	 �令和６年度ＪＡ南彩職員募集資料

等につきましては、ホームページ
に掲載させていただきます

――――――――――――――――――――――
選考方法	 書類選考
	 �令和５年７月７日までに通過した

方のみ連絡します
	 面接および筆記試験　　
　　※�入組日は令和６年４月１日となります
――――――――――――――――――――――

――――――――――――――――――――――
給　　与	 大卒　190,060円～
	 短大・専門学校卒　171,740円～
　　※�実際の給与は、経験・能力・年齢等を考慮のう

え、給与規程により決定します
――――――――――――――――――――――
諸 手 当	 通勤手当（車通勤は31,600円まで/月）
	� 役付手当、家族手当、資格手当、

業務手当など
――――――――――――――――――――――
昇　　給	 年１回
――――――――――――――――――――――
賞　　与	 �年２回（６月・12月）年度末賞与

（実績により３月支給）
――――――――――――――――――――――
勤 務 地	 �さいたま市岩槻区、春日部市（旧

庄和町を除く）、蓮田市、宮代
町、白岡市、久喜市（旧鷲宮町、
旧栗橋町を除く）のいずれか

――――――――――――――――――――――
勤務時間	 ８：30 ～ 17：15（休憩60分含む）
――――――――――――――――――――――
休日休暇	 �土曜日、日曜日、祝祭日、年末年

始、有給休暇、特別休暇
――――――――――――――――――――――
福利厚生	 �各種社会保険、財形貯蓄、契約保

養所、クラブ活動、退職金（退職
給与規程により支給）

――――――――――――――――――――――
お問い合わせ・書類郵送先

〒344－0064　埼玉県春日部市南二丁目4番30号
ＪＡ南彩　企画管理部人事課
ＴＥＬ 048－720－8050

　 詳細はホームページをご覧ください

素敵な仕事を素敵な笑顔で♪

　　　　　あなたの力で地域の皆さまの期待に応えませんか！！
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所　長 技術普及担当（南部地域）
　　　田嶋　貴公 職　名 氏　　　名 市町窓口 分担する技術項目
農業支援部長 担 当 部 長 箕 田 豊 尚 － 作物、野菜
　　　本間　利明 担 当 課 長 日 野 千 夏 さいたま市 野菜、作物

主 任 柴 﨑 　 茜 － 果樹、花植木
主 任 栗 原 菜 月 － 野菜、作物
主 任 三 宅 伴 里 さいたま市 野菜、作物
主 任 荒 川 拓 哉 － 野菜、果樹
技　　 師 大 畑 悠 汰 さいたま市 野菜、作物

所　長 技術普及担当（西部地域）
　　　木村　眞司 職　名 氏　　　名 市町窓口 分担する技術項目
副所長 担 当 部 長 杉 村 　 孝 － 野菜、作物、畜産
　　　南原　惠子 主　　 任 平 田 信 幸 久喜市 作物、果樹
農業支援部長 主 任 三 橋 伊 蕗 白岡市 果樹、作物
　　　郡　　　克 主任専門員 入 江 直 彦 蓮田市 野菜、果樹

技　　 師 太 田 　 萌 － 果樹、花植木
技　　 師 若 梅 直 輝  － 作物、野菜

技術普及担当（中部地域）
職　名 氏　　　名 市町窓口 分担する技術項目

担 当 課 長 梶 田 裕 介 春日部市 野菜、作物
主任専門員 加 藤 雅 之 幸手市 野菜、作物
技 師 新 木 啓 太 杉戸町 果樹、野菜
技 師 藤 村 千 里 宮代町 作物、野菜、花植木
技 師 田 辺 　 翔 － 作物、野菜

 春日部農林振興センター農業支援部 電 話：048−737−6311
FAX：048−737−6313

 さいたま農林振興センター農業支援部 電 話：048−822−1007
FAX：048−834−5366

令和5年度、ＪＡ南彩管内を担当されるさいたま農林振興センター農業支援部、
春日部農林振興センター農業支援部の技術普及担当の普及指導員の方々です。

令和5年度　営農渉外（ＴＡＣ）のご紹介 ☆はエリアリーダーです

☆山口　修平 横手　大佑 小林　央承 金子　温 岡安　謙
南部（岩槻） 南部（岩槻） 南部（春日部） 中部（蓮田） 中部（宮代）

090-3808-6281 080-6583-3139 080-6583-3135 070-1042-7289 080-6583-3151

☆相澤　優樹 ☆穐山　直樹 島崎　列央 田中　雄一郎 飯山　貴之
中部（白岡） 北部（久喜） 北部（久喜） 北部（菖蒲） 北部（菖蒲）

080-6583-3127 080-6583-3136 080-1013-2518 080-6583-3099 090-3808-6337

なんさい 16



ご存じですか？　近くになくてもご利用できます！

JAのライスセンター・JAのライスセンター・
　 カントリーエレベーター　 カントリーエレベーター

米・麦施設の利用者を募集中！！米・麦施設の利用者を募集中！！
　　米・麦の乾燥・調製・貯蔵を行う施設です米・麦の乾燥・調製・貯蔵を行う施設です

■ 中部営農経済センター
048（768）5556

■ 北部営農経済センター
0480（85）7334

◆�お申込み・ご利用に
関してのお問い合わ
せ等は最寄の営農経
済センターへお願い
いたします。

●�管内には３か所の共同乾燥施設
がございます。
①白岡ライスセンター　
②久喜ライスセンター　
③菖蒲カントリーエレベーター
※�利用地域に関わらず、ご利用可能

です。
※�一部取扱のできない品種もござい

ます。

【利用料金のご案内】
�　利用料金につきましては、生籾の
水分によって設定されております。

【米】
水分区分　　　　
30.1％以上�  25円
25.1％～30.0%� 24円
17.1％～25.0％� 23円
17.0%以下 � 18円

【麦】
水分区分　　　　
30.1％以上�  25円
25.1％～30.0%� 24円
17.1％～25.0％� 23円
12.6％～17.0％� 18円
12.5％以下 � 8円
※1㎏あたりの料金(税別)

【保有米の手数料等について】
ご自宅用として保有米をお戻しします。なお、手
数料等につきましては以下の通りとなります。
米代金精算時、保有米手数料100円/30㎏袋

（税込）
　なお、保有米の自己取りの方は、50円/30㎏
袋（税込）助成いたします。

久
喜

新
白
岡

白
岡

蓮
田

久喜
I.C

岩槻
I.C

東
北
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

東武
野田
線

東
北
新
幹
線

東
武
伊
勢
崎
線16

122

4

さいたま市

122号バイパス

宮代町

蓮
田
市

さいたま市

岩槻区

春
日
部
市

（
旧
庄
和
町
除
く
）

（旧菖蒲町）
久喜市

③

久喜市
（旧鷲宮町・
　栗橋町除く）

白岡市
①

久喜白岡JCT

圏央
道

菖蒲白岡I.C

②

【大口利用者還元】
　大口利用者に対して、荷受量10トン以上の方に、利
用料金を還元いたします。

条　　件
荷受重量　10ｔ以上～20ｔ未満
還元金額　1.36円/㎏(税別)

荷受重量　20ｔ以上
還元金額　2.27円/㎏(税別)

※対象は米のみとなります。
※�管内施設の稼働がすべて終了後、お支払いいたします。

【利用について】
・�各施設を利用すれば作業
の簡略化・省略化・労力
の軽減が図れるようにな
ります。

※�各施設ごとに若干利用方法
が異なりますので、詳しく
は事前にご連絡ください。

※�出荷前までに生産管理記
録簿の提出が必要となりま
す。
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  相 談 会 の ご 案 内 JAでは相談会を開催しています。お気軽にご利用ください。

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

inform
ation 

�
inform

ation 
営農相談会改め

営農相談コーナーの開設について
令和５年４月より直売所・出荷場等を中心に、病害虫防除・
雑草防除の営農相談コーナーを開設致します。（不定期開催）

５月10日㈬
岩槻農産物直売所
あさつゆの里

９：30〜11：00
048-798-8311

５月17日㈬
久喜農産物直売所
久喜キラリ直売館
９：30〜11：00
0480-25-1183

５月24日㈬
菖蒲グリーンセンター
９：30〜11：00
0480-85-4444

年金相談会　５月17日㈬　9:00〜16:00　全管内一斉開催
岩槻城北支店
048-794-1146

春日部支店
048-736-5501

蓮田支店
048-768-2190

宮代支店
0480-32-0102

白岡大山支店
0480-92-2315

久喜江面支店
0480-21-1101

菖蒲南支店
0480-85-1022

※都合により時間が変更になる場合があります。ご了承ください。

クールビズ運動のお知らせ
　当ＪＡでは昨年と同様に、需要ピーク時の節電に向けた取組みと地球温暖化対策と
してクールビズを実施します。軽装にて対応させていただきますので、ご理解の程
よろしくお願いいたします。

実施期間　令和5年5月1日（月）〜10月31日（火）

お 知 ら せ
生産資材価格高騰に伴う生産者支援状況について

　原油価格高騰や生産資材価格の値上がりにより農家経営に対する影響は大きくなっています。そこ
でＪＡ南彩では農家経営を支援することを目的に、農薬・燃料を購入いただいた皆様に、ＪＡとして
独自支援を行いました。

農薬高騰に対する支援
対象者 対象期間 支援基準 対象者数 支援金額

正組合員及び正組合員
資格の法人及び正組合
員で組織された組合等

令和４年12月１日
～令和５年３月31
日に購入したもの

今年度価格上昇分
に対して25％を支
援

2,145先 5,332,772円

※価格高騰を考慮し当初の支援基準20％から25％へ変更しました。

燃料高騰に対する支援
対象者 対象期間 支援基準 対象者数 支援金額

正組合員及び正組合
員資格の法人及び正
組合員で組織された
組合等

軽
油

令和４年９月１日～
令和５年３月31日に
購入したもの

３円（税別）/１ℓ 241先 277,401円

Ａ
重
油

令和４年11月１日～
令和５年３月31日に
購入したもの

３円（税別）/１ℓ 93先 1,604,460円

上記支援金を令和５年４月28日に対象者の口座に振り込みました。

○�国の肥料価格高騰対策事業（秋肥料）はＪＡ南彩では636先21,561,382円となりました。春肥料
については６月支援金申請、９月支払予定となります。
○�さらに、８月下旬～９月上旬にかけて各行政にも支援の要望を行った結果、当ＪＡ管内すべての行
政において助成の支援を実施していただけることになりましたのでお知らせいたします。
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主 要 事 業 の 概 要
── 令和５年３月末現在 ──

出資金につきましては、28億9,494万円です。

令和５年３月末 令和４年３月末 前年度末
増　　減

正 組 合 員 数 9,216人 9,376人 △160人
准 組 合 員 数 19,166人 19,261人 △ 95人
組 合 員 数 合 計 28,382人 28,637人 △255人

令和５年３月末 令和４年３月末 前年度
同月対比

貯 金 高 2,820億7,868万円 2,814億1,949万円 100.2%
貸 出 金 669億7,859万円 644億1,325万円 103.9%
共 済 保 有 高 6,059億1,298万円 6,111億5,030万円 99.1%
販 売 高 26億5,431万円 27億4,263万円 96.7%
購買品Ⅰ供給高 25億5,464万円 25億7,776万円 99.1%
購買品Ⅱ供給高

（ 各 直 売 所 ） 11億4,072万円 11億9,963万円 95.0%

編集後記
　5月号を作り始めたのは3月下旬ですが…毎年恒例、職員の人事異動発表がありました。
　今回総合企画課では「Ｓ係長」が異動になり、新たにやって来る係長は、同じ「Ｓ」なので、
「Ｓ係長」がやって来ます。
　同じ「Ｓ」ですが、今後この編集後記に出てくる「Ｓ」は以前と違う「Ｓ」さんです。
　今回の編集後記は「Ｓ」さんの違いについてでした（笑）� 　編集担当  Ｎo

※ 貸出金については、貸付留保金を控除しています。

※

【理事会だより】
　令和５年３月28日、定例理事会が行われ、次の事
項について審議され、全議案原案通り可決・承認さ
れました。

⑴ 令和５年２月末財務状況及び３月末見込みについて
⑵ �埼玉県農林部「随時検査」指摘事項に係る取組状

況について
⑶ �令和５年度事業計画について
⑷ �収支シミュレーション（対策後）について
⑸ 令和５年度役員報酬について
⑹ 令和５年度内部監査計画について
⑺ �目的積立金の取崩について
⑻ �給与規程の一部変更について
⑼ �令和５年度余裕金運用について
⑽ �令和５年度ＪＡ住宅ローン金利軽減の考え方について
⑾ 職制規程の一部変更について
⑿ �賃貸施設等事業資金にかかる特別貸出要領の一部

変更について
⒀ �賃貸施設等事業資金特別貸出要領に基づく取扱期

間及び貸出限度額について
⒁ �令和５年度借入金の最高限度額について
⒂ �令和５年度信用供与等の限度額について
⒃ �令和５年度理事会附議を要する大口信用供与等の額

について
⒄ �令和５年度貸出金利率の最高限度について
⒅ 余裕金運用規程の一部変更について
⒆ ＪＡ統一ローン（基金協会保証）融資要項の一部変
　 更について
⒇ ＪＡバンクローン（共同住宅ローン保証）融資要項の
　 一部変更について
� �無担保ローン（三菱ＵＦＪニコス型）融資要項の制定

並びに一部変更について
� 農産物検査業務規程の一部変更について
� ＪＡ南彩共同乾燥調製施設（ＣＥ・ＲＣ）利用料金の
　 設定について
� ＪＡ南彩農業振興支援事業について
� �農業資材価格高騰に対する農業生産支援助成金の

一部変更について
� 新和支店と岩槻城南支店の店舗統合について
� �業務用パソコンの購入について（入札委員会）
� �年度末賞与の支給について
� 理事との取引の承認について
� 理事との取引の追認について
� 理事との取引の追認について
� �令和５年度株式会社なんさい ふぁー夢の事業計画に

ついて

※応募ハガキに基づく個人情報は抽選、景品の発送、
意見等の掲載に使用させて頂きます。あらかじめご
了承下さい。
※おひとり様１枚までのご応募とさせて頂きます。

応
募
方
法

　�正解者の中から抽選で10名様に図書カードを
プレゼント。
【締切日】５月末日　発表は７月号です。

63 〒344−0064
春
日
部
市
南

　
　
　

二
丁
目
４
番
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号

Ｊ
Ａ
南
彩

　
　
　

広
報
係

   

答

   �

郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢

   �

Ｊ
Ａ
南
彩
と
本
誌
へ
の

ご
意
見
・
ご
希
望
・
短
歌
・

イ
ラ
ス
ト
な
ど

二重枠に入った数字の合計はいくつ？

  ルール
① �空いているマスに、１から９までの数字のどれか

を入れます。
② �タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれた

３×３のブロック（それぞれ９マスあるブロック
が９つ）のいずれにも１から９までの数字が１つ
ずつ入ります。

NumberPlace出題　ニコリ数独

３月号応募総数56通

３月号の答え

答え　　　９
当選者の発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。
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令和5年度 第1回令和5年度 第1回
「梨栽培サポーター講座」「梨栽培サポーター講座」受講者募集!受講者募集!

　JA南彩管内の特産である梨は労働力不足のため、栽培面積は減少
傾向です。梨農家さんはお手伝いいただける労働力を求めています。
そこで、梨の基礎知識と技術を身につけていただけるように講座を
開催し、終了後には梨農家さんへ紹介などを予定しています。
　講座は全３回を計画し、第１回は摘果、第２回は収穫、第３回は
剪定、それぞれ実習を行い、技術の習得支援を行います。
※２日間の講座を受講された方にはライセンス証を発行します。

第１回（摘果講座）２日間
開 催 日 時　　令和５年５月19日㈮　13時30分～17時
　 　 　 　 　（内容：座学講習・現場研修）
　 　 　 　　　令和５年６月29日㈭　14時～16時
　 　 　 　 　（内容：現場研修）
開 催 場 所　　ＪＡ南彩　菖蒲南支店会議室　～　菖蒲町内梨園　
　 　 　 　　　住所：久喜市菖蒲町小林238番地
対　象　者　　�梨栽培に興味があり、お手伝いいただける方
人　　　員　　�応募状況により調整させていただくことがあります
応募締め切り日　　令和５年５月17日㈬
参　加　費　　無　料　
そ　の　他　　�お持ちいただくもの：帽子・タオル・水筒（作業できる服装）
　　　　　　　ＪＡで貸出のもの：はさみ・手袋
申込み方法　　�希望受講者の氏名、住所、電話番号を記入し「梨栽培サポーター講座第1

回希望」と明記して、下記あてに、｢ハガキ｣ 又は ｢FAX｣ で申込み下さい。
申込み先

●【ハガキ】　〒344－0064　春日部市南2丁目4-30
　　　　　　  JA南彩　営農経済部　営農支援課　「梨栽培サポーター講座」宛
●【ＦＡＸ】　FAX　048－720－8095

お問合せ先　営農支援課　平日８時30分〜17時　☎048－720－8092

ご葬儀ご葬儀のの事前相談・ご連絡事前相談・ご連絡はは

発行責任者／南彩農業協同組合
　　　　　　代表理事組合長　菊池義雄
　　編　集／企画管理部総合企画課　〒344−0064
　　　　　　埼玉県春日部市南二丁目4番30号
　　　　　　TEL   048（720）8051　FAX  048（720）8052 古紙配合率 100％再生紙を使用しています

324
令和５年５月１日発行

南彩農業協同組合 JA葬祭総合センター
0120–145–731（24時間・365日対応）

お知らせ

番号案内サービス（104）へお問合せの際は、必ずJA南彩の葬儀とおたずねください。

▲�▲�こちらの問合せフォームこちらの問合せフォーム
からメールでの相談も可からメールでの相談も可
能です。能です。




